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佐
野 

富
和
社
長

「
資
源
循
環
」
「
グ
ロ
ー
バ
ル

ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
」
「
リ
チ
ウ
ム

イ
オ
ン
電
池
リ
サ
イ
ク
ル
」
「
そ

の
他
」
の
４
事
業
を
展
開
す
る
同

社
。
22
年
６
月
期
は
売
上
高
が
前

期
比
40
％
増
の
５
７
３
億
１
９
０

０
万
円
、
営
業
利
益
は
同
56
・
９

％
増
の
33
億
４
３
０
０
万
円
で
、

過
去
最
高
業
績
を
更
新
し
た
。

　

売
上
の
31
・
３
％
を
占
め
る

「
資
源
循
環
事
業
」
。
利
益
構
成

で
は
61
・
２
％
を
占
め
、
利
益
の

要
と
な
っ
て
い
る
。
同
事
業
で
は

金
属
ス
ク
ラ
ッ
プ
や
廃
自
動
車
・

家
電
な
ど
を
粉
砕
し
、
鉄
・
非
鉄

金
属
・
金
銀
銅
滓
・
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
な
ど
に
選
別
し
て
い
る
。

リチウムイオン電池や廃プラのリサイクル
研究進め、資源循環の仕組みから変革目指す

エンビプロ・ホールディングス

　

エ
ン
ビ
プ
ロ
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
は
資
源
問
題
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
カ
ン
パ

ニ
ー
。
事
業
セ
グ
メ
ン
ト
は
４
つ
。
金
属
ス
ク
ラ
ッ
プ
の
再
資
源
化
や
焼
却
灰
か

ら
の
金
銀
滓
（
※
）
回
収
な
ど
を
行
な
う
「
資
源
循
環
」
。
主
に
鉄
ス
ク
ラ
ッ

プ
を
国
内
外
の
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
へ
販
売
す
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
」
。

蓄
電
池
か
ら
の
レ
ア
メ
タ
ル
回
収
を
化
学
的
研
究
で
進
め
る
「
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン

電
池
リ
サ
イ
ク
ル
」
。
企
業
へ
の
環
境
戦
略
立
案
や
Ｃ
Ｏ
２
削
減
戦
略
支
援
の
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
な
ど
を
行
な
う
「
そ
の
他
」
を
展
開
す
る
。

 ［5698・プライム］

同社プラスチックリサイクル手法の循環モデル

国
内
屈
指
の
「
選
別
技
術
」

22
年
は
過
去
最
高
業
績
を
更
新
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佐野マルカ商店（現:エコネコル）に入社。衆議院議員江崎真澄事務所への入所や、グループ会社の役員な
どを経て、2010年にエンビプロ・ホールディングスの代表取締役に就任（現任）。
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強
み
は
、
業
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

の
選
別
技
術
。
セ
ン
サ
ー
や
Ｘ
線

な
ど
を
駆
使
し
、
０
・
５
㎜
単
位

ま
で
物
理
選
別
が
可
能
だ
。
技
術

を
活
用
し
、
焼
却
灰
か
ら
の
金
銀

滓
回
収
や
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

リ
サ
イ
ク
ル
も
行
な
っ
て
い
る
。

「
他
社
で
は
ゴ
ミ
と
し
て
い
る
焼

却
灰
か
ら
金
銀
滓
を
回
収
す
る
な

ど
、
加
工
の
プ
ロ
セ
ス
で
付
加
価

値
を
つ
け
る
選
別
技
術
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
に
よ
り
他
社
よ
り
高
い

仕
入
れ
値
の
設
定
・
安
い
処
理
費

用
で
の
請
負
が
で
き
、
仕
入
れ
量

の
増
加
、
競
争
力
強
化
に
繋
が
っ

て
い
ま
す
」
（
佐
野
富
和
社
長
）

　

同
社
の
売
上
を
支
え
る
の
は
、

売
上
構
成
65
・
９
％
の
「
グ
ロ
ー

バ
ル
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
事
業
」
。

主
に
同
業
者
か
ら
仕
入
れ
た
鉄
ス

ク
ラ
ッ
プ
を
全
国
の
港
か
ら
国
内

外
へ
販
売
し
て
い
る
。
現
在
は
イ

ギ
リ
ス
、
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
、

ベ
ト
ナ
ム
、
チ
リ
の
世
界
４
カ
国

に
拠
点
を
有
す
。
輸
出
が
メ
イ
ン

だ
が
、
近
年
で
は
Ｃ
Ｏ
２
削
減
の

観
点
か
ら
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
の
国
内

需
要
が
増
加
。
国
内
取
引
が
増
え
、

前
期
の
国
内
外
取
引
比
は
お
よ
そ

５
：
５
に
な
っ
た
。
今
後
は
資
源

確
保
の
た
め
の
輸
入
拡
大
や
、
海

外
流
通
拠
点
だ
け
で
は
な
く
加
工

拠
点
の
開
発
も
進
め
て
い
く
。

「
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
（
以

下
Ｌ
Ｉ
Ｂ
）
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
」

は
、
売
上
構
成
は
２
・
１
％
だ
が
、

利
益
は
全
体
の
10
・
６
％
を
占
め

る
。
取
り
扱
い
に
爆
発
・
火
災
・

感
電
の
リ
ス
ク
が
あ
り
、
作
業
工

程
も
多
い
た
め
、
利
益
率
が
高
い

の
が
特
徴
だ
。

　

同
社
で
は
２
年
程
の
準
備
期
間

を
経
て
前
期
か
ら
事
業
が
黒
字
化

し
た
。
現
在
は
電
池
工
場
か
ら
の

発
生
く
ず
を
加
工
し
て
い
る
。
政

府
の
推
進
に
よ
り
各
電
池
メ
ー
カ

ー
で
Ｌ
Ｉ
Ｂ
の
増
産
計
画
を
打
ち

出
し
て
い
る
た
め
、
需
要
増
が
予

想
さ
れ
る
。
ま
た
、
Ｅ
Ｖ
の
廃
車

が
市
場
に
出
回
る
30
～
35
年
か
ら
、

急
速
な
成
長
を
期
待
で
き
る
事
業

だ
。「

そ
の
他
事
業
」
に
含
ま
れ
る

環
境
経
営
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
事

業
で
は
、
企
業
の
環
境
戦
略
や
Ｃ

Ｏ
２
削
減
戦
略
の
立
案
、
サ
ー
キ

ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
（
循
環
経

済
）
モ
デ
ル
の
構
築
を
行
な
う
。

取
引
先
は
、
大
手
が
中
心
。
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
窓
口
に
他
事
業

へ
の
オ
フ
ァ
ー
に
繋
が
る
こ
と
も

多
い
。
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
で
は
、

障
が
い
の
あ
る
人
の
就
業
や
地
域

生
活
な
ど
に
お
け
る
自
立
を
サ
ポ

ー
ト
す
る
。

▲国内取引が増える
鉄スクラップ

売
上
高
の
65
・
９
％
占
め
る

「
グ
ロ
ー
バ
ル
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
」
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22
年
８
月
に
発
表
さ
れ
た
中
期

経
営
計
画
で
は
、
27
年
６
月
期
の

売
上
高
７
５
０
億
円
、
経
常
利
益

50
億
円
、
Ｒ
Ｏ
Ｅ
13
％
が
目
標
に

掲
げ
ら
れ
た
。
今
後
５
年
間
で
２

０
０
億
円
を
投
資
す
る
。

　

成
長
戦
略
の
ポ
イ
ン
ト
は
「
Ｌ

Ｉ
Ｂ
リ
サ
イ
ク
ル
」
と
、
資
源
循

環
事
業
に
お
け
る
「
廃
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
の
高
度
リ
サ
イ
ク
ル
」
「
焼

却
灰
か
ら
の
金
銀
滓
回
収
」
だ
。

Ｌ
Ｉ
Ｂ
リ
サ
イ
ク
ル
で
は
、
国
内

外
に
４
カ
所
の
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ス

（
以
下
Ｂ
Ｍ
）
工
場
を
稼
働
。
現

在
は
使
用
済
み
電
池
や
端
材
か
ら

Ｂ
Ｍ
（
カ
ー
ボ
ン
が
含
有
さ
れ
て

い
る
コ
バ
ル
ト
・
ニ
ッ
ケ
ル
の
濃

縮
滓
）
の
生
産
を
行
な
っ
て
い
る
。

今
後
は
Ｂ
Ｍ
か
ら
更
に
湿
式
製
錬

（
酸
や
ア
ル
カ
リ
な
ど
、
水
溶
液

の
化
学
を
用
い
た
製
錬
）
を
行
な

い
、
電
池
メ
ー
カ
ー
に
材
料
と
し

て
供
給
す
る
こ
と
が
目
標
だ
。

「
自
然
由
来
の
ニ
ッ
ケ
ル
や
コ

バ
ル
ト
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
中
、

使
用
済
み
電
池
や
端
材
か
ら
新
た

に
原
料
を
得
る
こ
と
は
電
池
メ
ー

カ
ー
の
至
上
命
題
。
湿
式
製
錬
ま

で
で
き
る
と
、
単
な
る
材
料
供
給

メ
ー
カ
ー
で
は
な
く
、
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
の
中
で
一
定
の
位
置
を

占
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
こ

ま
で
や
っ
て
い
る
企
業
は
国
内
に

は
ま
だ
一
社
も
あ
り
ま
せ
ん
。
当

社
は
国
内
で
早
期
に
事
業
化
を
実

現
す
る
た
め
、
具
体
的
な
取
り
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
こ
の

事
業
に
お
け
る
今
後
の
主
戦
場
は

欧
米
を
見
て
い
ま
す
。
自
社
だ
け

で
は
難
し
い
の
で
、
一
番
は
電
池

メ
ー
カ
ー
と
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
を
組

む
こ
と
。
そ
の
た
め
に
技
術
を
磨

き
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
仕
組
み
を
確

立
す
る
。
そ
う
す
れ
ば
電
池
メ
ー

カ
ー
の
周
辺
企
業
と
し
て
海
外
展

開
す
る
こ
と
も
可
能
で
し
ょ
う
」

（
同
氏
）

　

同
じ
く
中
長
期
の
戦
略
と
し
て

研
究
を
進
め
て
い
る
の
は
、
資
源

循
環
事
業
に
お
け
る
「
廃
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
高
度
リ
サ
イ
ク
ル
」
。

化
学
的
な
処
理
に
よ
り
廃
プ
ラ
を

分
子
レ
ベ
ル
ま
で
分
解
し
、
油
や

ガ
ス
な
ど
に
転
換
し
て
再
利
用
す

る
手
法
だ
。
同
社
で
は
焼
却
炉
メ

ー
カ
ー
や
大
手
化
学
メ
ー
カ
ー
と

仕
組
み
作
り
を
進
め
て
い
る
。
技

術
と
流
通
の
仕
組
み
が
で
き
れ
ば
、

今
は
ゴ
ミ
と
さ
れ
て
い
る
未
利
用

資
源
が
資
源
化
し
、
国
内
の
廃
棄

物
問
題
が
大
き
く
転
換
す
る
と
い

う
。「

焼
却
灰
か
ら
の
金
銀
滓
回

収
」
は
、
今
の
と
こ
ろ
ブ
ル
ー
オ

ー
シ
ャ
ン
だ
。
焼
却
灰
は
ほ
ぼ
埋

め
立
て
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
へ
の
混

入
で
処
理
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

中
に
は
国
内
で
年
間
７
０
０
億
円

分
の
金
銀
滓
が
含
ま
れ
て
い
る
。

同
社
で
は
先
駆
者
と
し
て
自
治
体

へ
の
啓
発
、
焼
却
炉
メ
ー
カ
ー
と

の
協
力
を
進
め
て
お
り
、
今
後
は

事
業
の
柱
の
１
つ
に
成
長
さ
せ
る

こ
と
が
目
標
だ
。

「
当
社
は
選
別
技
術
の
追
求
に

よ
り
事
業
を
拡
大
し
て
き
ま
し
た
。

物
理
的
な
選
別
は
国
内
随
一
で
す

が
、
今
後
は
化
学
的
選
別
を
追
求

す
る
。
Ｌ
Ｉ
Ｂ
リ
サ
イ
ク
ル
で
技

術
を
磨
け
ば
、
金
や
銀
、
レ
ア
メ

タ
ル
、
レ
ア
ア
ー
ス
な
ど
、
電
池

以
外
の
領
域
へ
参
入
で
き
る
可
能

性
も
出
て
き
ま
す
」
（
同
氏
）

■焼却灰からの金銀滓マーケット

※同社調べ

売 上 高
営 業 利 益
経 常 利 益
当期純利益

売 上 高
営 業 利 益
経 常 利 益
当期純利益

573億1,900万円
33億4,300万円
41億6,600万円
31億1,100万円

550億円
25億円
29億円

20億3,000万円

40.0%増
56.9%増
66.1%増
108.6%増

4.0%減
25.2％減
30.4％減
34.7％減

2022年6月期 連結業績

2023年6月期 連結業績予想

前期比

前期比

コード 5698 市場 東証プライム

直近株価 740円（22.12/19終値）

昨年来高値 1,166円（22.3/30）
618円（22.2/24）
226億円

昨年来安値

時価総額

PER 11.0倍 配当利回り

決算

2.66%
6月

値動き

PBR 1.44倍

［エンビプロ・ホールディングス］
株式データ

５
年
間
で
２
０
０
億
円
を
投
資

化
学
的
分
解
で
分
子
レ
ベ
ル
へ


